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33 － 14
21 － 24
28 － 22
18 － 21

福岡第一高等学校 福岡大学附属大濠高等学校
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

1 0 0 0 0 0 4 (C) 18 0 4 10 2

8 * (C) 28 5 4 5 1 5 4 0 2 0 1

13 * 10 2 2 0 1 6 * 4 0 2 0 1

18 0 0 0 0 0 7 - - - - - - -

31 0 0 0 0 2 8 * 31 4 8 3 2

37 5 0 2 1 1 9 * 0 0 0 0 2

40 0 0 0 0 0 10 - - - - - - -

46 * 12 2 3 0 3 11 - - - - - - -

54 * 4 0 2 0 4 12 8 2 1 0 0

59 7 1 2 0 3 13 * 4 0 2 0 3

60 * 32 0 15 2 2 14 * 12 0 5 2 1

65 2 0 1 0 2 15 - - - - - - -

100 10 31 8 19 0 0 81 6 24 15 12 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル
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令和元年度　全九州高等学校体育大会
第72回　全九州高等学校バスケットボール競技大会

コーチコーチ 井手口　孝

西田　公陽

高木　寛大

田邉　太一

島崎　輝

木林　優

黒木　丈

原田　大和

片峯　聡太

西田　陽成

岩下　准平

横地　聖真

岩橋　史門

仲田　泰利
三宅　翔リーディローチ

小川　麻斗

内尾　聡理

山田　真史

杉　渉夢

クベマジョセフ  スティーブ

キエキエトピー  アリ

合計

戦　　評

記載者 嶺井　修 （所属） 沖縄県高体連バスケットボール専門部

合計

１Q福岡第一は＃60のインサイド、＃８のスピードに乗ったドライブからアシストなどで得点を重ね、主導権を
握る。その後も激しいディフェンスからブレイクを繰り出し、33－14と大きくリードを奪った。
２Qに入り、福大大濠はオールコートの２－２－１ゾーンプレスから２－３のゾーンに変えて流れを作る。攻め
手は＃８が福岡第一センターの高さに臆することなく果敢に攻め得点をあげる。福岡第一も＃46が３Pを決め
大きく崩れることなくこのQを乗り切り、54－38として前半を終えた。
3Qに入っても大濠の流れは変わらず、残り８分を切ったところで＃８の３Pが決まり、47－56と一桁点差に戻
した。しかし、ここで第一は＃８が連続で３Pを決め、その後も＃８、＃60を中心に攻め、逆に点差を広げた（82
－60）。
４Qも随所に好プレーがあり、全国トップレベルのチーム同士の非常に高いレベルの試合であった（最終スコ
ア100－81）。優勝した福岡第一には全国高校総体でも活躍を期待したい。

齋藤　友紀
ハーパージャン ローレンス　ジュニア

川井　剛

No. A4 日時：

選　手　氏　名

當山　修梧

河村　勇輝

2nd アンパイア

○ ● (福岡県)(福岡県)

神田　壮一郎

選　手　氏　名

福岡第一高等学校 福岡大学附属大濠高等学校100 81

2019年6月23日(日) 会場： 沖縄県立武道館アリーナ13:30

男子決勝

宇地原　尚彦

山口　勝真

クルーチーフ

1st アンパイア
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